
受
け
継
が
れ
た
遺
産

貞
山
運
河

仙
台
藩
祖・伊
達
政
宗
公
の
法
名
を
冠
す
る

日
本
最
長
の「
貞
山
運
河
」。

仙
台
湾
に
寄
り
添
う
よ
う
に

開
削
さ
れ
た
運
河
沿
い
で
は
、

人
々
が
自
然
と
共
に
暮
ら
し
て
き
た
。

震
災
後
、こ
の
運
河
を
基
軸
に

沿
岸
地
域
の
再
生
と
復
興
が
進
む
。

政
宗
公
を
源
流
に
、受
け
継
が
れ
た
遺
産
は

「
今
」見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

取材・文／佐々木ひとみ（p08～11）　菅井理恵（p12～21）　　
　　　　 金成葉子（p22～26）
撮影／宍戸清孝（p07～19）　門山　隆（p22～26）
扉写真／朝日に照らされる木曳堀
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